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Received Feb. 10， 1982 
The analysis of七heflood discharge of Takeda river was 
carried out wi七h 七heuni七 hydrographof Nakayasu's me七hod
under七heassump七ion七ha七七he larges七 rainfallin a day 
is 235 mm from七he rainfall もablesduring七he pas七 sixty
three years. 
The availabili七y of七his calcula七ionwas proved from 
the resul七s七ha七七he presen七 flowdischarge of Takeda 
river agreed nearly wi七h the predic七ivedischarge sought 













で 800( m3/s )と定められ，竹田川上流に山口ダムを設けて貯水したときは，最下流で 1300(m>/s)，




























の値の選定は困難であるが，比較的河川がきれいに整備されているときは， n = 0.025，草木等の
























































河川名 最大流量(m'/S ) 
竹田川下流 450-550 
権世川 120-160 
熊坂川 60- 80 
































地 71- 91 聞の用水
地 17- 71 間の用水
兵庫川流域
lロL 計



















正=1 0 O. 6， (J = 44. 41 




のは，大正 6年の 235.4( mm ) 





























大正2年 59.5 22 
3 170.0 23 
4 29.5 24 
5 55.8 25 
6 235.4 26 
7 112.6 27 
8 120.4 28 
9 68.5 29 
10 70.5 30 
1 97.0 31 
12 84.0 32 
13 65.9 33 
14 48.0 34 
15 97.3 35 
昭和 2年 67.0 36 
3 69.5 37 
4 62.3 38 
5 105.5 39 
6 65.5 40 
7 65.0 41 
8 78. 5 42 
年 降雨量x 番号 年 降雨量x
昭和9年 104.8 43 昭和30年 129.2 
10 62.0 44 31 159.0 
1 155.0 45 32 68. 5 
12 91. 0 46 33 235.0 
13 80.5 47 34 165.0 
14 75.0 48 35 67.0 
15 57.0 49 36 120.0 
16 155.0 関 37 115.0 
17 101.5 51 38 135 
18 86.8 52 39 203 
19 92.5 53 40 187 
却 110.0 54 41 90 
21 64.8 55 42 115 
n 120.4 56 43 114 
23 117.0 57 44 70.3 
m 162.5 58 45 71.5 
25 78. 4 59 46 92.0 
26 76.5 60 47 75.2 
27 120.0 61 48 67.0 
28 133.1 62 49 34.5 





(mm / h)とすれば，流出流量は次式で与えられる O
(4) Q， = ( 1/ 3.6 ) f. r • D (m'/ S ) 
ここに流出係数 fは表 4のように与えられている O また式中のrは次式により計算される O
(5) ( mm/h) 
明 24r=ニ(一一〕24 '-T 
( mm ) x 日降雨量
( h ) T:洪水到達時間
また，洪水到達時間は次式により求められる O
(6) ( h ) 
W = 72 (H / C l.6 
T =L/W 
(7) ( km/ h) 
日本内地河川の洪水時流出係数
流域の状況 f 
急 峻 な 山地 O. 75 - O. 90 
紀 層 山地 O. 70 -O. 80 
起伏ある土地及び樹林 O. 50 - O. 75 
平 担 な 耕地 O. 45 - O. 60 
かんがい中の水田 O. 70 - O. 80 
山 地 i可 JI 0.75-0.85 
平 地 河 JI O. 45 -O. 7 5 





C m ) 
C km ) 
















河川名 洪水尖頭流量(m'/s ) 
竹田川上流 200-270 
五味川 65- 75 
田 島川 50 - 6 0 
権世川 140-180 
熊坂川 55- 80 
宮谷川 91)-120 
兵庫川 90-120 
















して，流量と時間との関係を図形で表現した単位図法 (2)( uni t hydrograph method)が用い




















次に単位時間 trの降雨量による尖頭流量の遅れを0.8t rの時刻より測って tgとする。中安による
と我国の河川のように山間部より流出する河川については，ほぽ次の式が成立つO
Lく 15kmの場合 七g= O. 2 1 L O. 7 ( h) 1 
L> 15 kmの場合 t g = O.4 + O.05 8 L (h) J 
ここに Lは最大流路長さ(km )であるO
また最大流量に達するまでの時間T1は
T1 七g+ 0.8 t r 
最大流量Q，maxから O.3 Q， max になるまでの時間Tω は
出水の出が遅く引きの早い河川 TO.3= 1.5tg 
出水の出が早く引きの遅い河川 To.3 = 3.0七g
その中間
以上の式から七 rを



















04) ~ Q，d = O.3 (t-Tt+0.5To3)j1.5To.3 
司， max
τ 皇生一=O. 3(t-Tt+1.5To3)/2Tω 
ヒ札 max
0.3 > ~♀止詮 O. 32のとき
』止 max
O. 32> " Q，d のとき
'<>1. max 
( m'/8 ) :単位図の最大流量Q， max 
Q，a， Q，d:単位図の上昇及び下降時の流量
( mm ) :単位時間trの降雨量Ro 
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( m'/8 )の洪水流量となることを示して図 8. 竹田川支流のハイドログラフ
し、るO







第2章において，竹田川下流における流下能力を調べたところ，最大流量は 450-550 ( m'/8 ) 
であったO しかし現時点では，下流の河川敷地内は一部コンクリートプロックによってきれいに整
備されているが，大部分は草木が生い茂っている状態であるので，粗度係数は大きく，このため流
しうる最大流量は小さく 400-500 (凶'/8)の間にあるものと思われる O
第 3章においては，過去の最大日降雨量を調べ， 63年確率から降雨量を 235m皿として洪水流量の
予測値を物部式と中安式との 2通りの方法で求めたO その結果，物部式では流出係数 fの決め方が
かなり荒いため竹田川下流における洪水尖頭流量は 700-9 00 ( m'/8 )となったO 一方，中安式で
































量が 235mm あっても，平野部では，この値より 10 
少し小さいと思われるO このように考えると，
???、 、 ，?????????? ，???????????????














































































量 235( mm )のときの洪水流量予測値が，現
在の竹田川の流下能力とほぼ一致しているこ
とからみて，本解析は正しいと思われる O
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図 13. 降雨量と最大流量との関係

























例えば，竹田川下流で水深Ho=6. 5 mのとき，九頭龍川の水深がH，= 7.0 mになったとすると，
標識地17の兵庫川合流点では， g = 1. 7 km上流で，日 =6.86mとなり，水深は36cm上昇するO また，
標識地71の本荘橋付近では g= 7. 1 km上流で， H2 = 6.66 mとなり，水深は 16cm上昇するO
このため第 2章で，河がきれいに整備されたとき，流下能力は約 550(ぽ'/8)であるといったが，




(l) 現時点での竹田川の流下能力は，約 500( ffi3/S )であるO
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